
図面名

工事名

縮尺

図面番号

株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第58145号

設計者

設計年月 2025　－　3

一級建築士         第324624号 平山　純

No,Scale

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

機械設備　特記仕様書-１ 001Ｍ

 　  　　　　　　　　　・　厨房，浴室等のｼﾝﾀﾞｰ内配管は（・ VD　・ HIVP）とする。

申請Ｍ-001

●　給水設備

●　換気設備

・　排煙設備

・　自動制御設備

・　冷却水配管設備

・　空気配管設備

１階建て

・空気調和　　・　ビルマルチ方式（ＥＨＰ）　・　パッケージ方式　

・　電気式　　・　電子式　・　デジタル式

・連結送水管設備(1)屋内一般　・　配管用炭素鋼管（白）・圧力配管用炭素鋼管(sch-40)

・
　
ガ
ス
設
備

　

・　都市ガス（種類13A，発熱量11,000kcal/Nm3，供給事業者名　東京ガス)

・一式 ・一式・一式・一式・一式

・　各戸量水器の圧力が上記数値以上になる場合は設計図に拠らず必ず

・　各戸量水器一次側に減圧弁（２．２ｋｇ～２．５ｋｇ設定）

・　加圧給水方式　・　増圧直結給水方式

特記事項

・屋外消火栓設備(1)屋内一般　・　配管用炭素鋼管（白）・圧力配管用炭素鋼管(sch-40)

●
　
換
気
設
備

1　ダクト

・　水道事業者指定品（・　貸与品　・　買い取り）・　標準図ＭＣ形

中間階　　　　　　　　・　0.6　●　1.0（防震機器は１．３）

最上階，屋上及び塔屋　・　1.0　●　1.5（防震機器は２．０）

・　液化石油ガス　（１）屋　　内　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　・　＊＊＊＊＊＊

住戸内配管は　　・　架橋ポリエチレン管＋さや管（ヘッダー工法）　●　架橋ポリエチレン管

・　標準図による。9　建物導入部配管

ＪＩＳ（・　5K　●　10K（図示部分））

●　図示の箇所に設ける。2　絶縁フランジ

3　弁類

（５）屋外排水管　　　　●　ＶＰ管　・　遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管

（４）ピット内排水管　　・　耐火二層管　●　ＶＰ管　・　排水用塩ビライニング鋼管

●　その他の部分　ＪＩＳ（・　5K　●　10K）

・
厨
房
器
具

●
排
水
設
備

●
給
水
設
備

特 記 事 項

●　放流水質の測定表を提出する。

●　官公署への手続叉は手続変更は，契約後３０日以内とし，請負者が代行処理する。

・　要（・　別途工事　・　本工事）　・　不要

・　本工事（図示による）　・　別途工事

　　　　　　　　　（２）地中埋設　・　ポリエチレン被覆鋼管(黒)　・　＊＊＊＊＊＊

使用ガス（・　都市ガス　・　液化石油ガス）

概略寸法とする。

・　変位を吸収できるようにスリークッションとする。

・　標準図による。

　　ただし，防凍保温は　一般共通事項による。

　　　　　　　　(2)地中埋設　・　外面被覆鋼管　（　・　VS　・　PS　）

　　　　　　　　　　　　　　 ・　外面被覆鋼管（　・　VS（SCH40)　・　PS(SCH40)）

　　　　　　　　(2)地中埋設　・　外面被覆鋼管　（　・　VS　・　PS　）

給湯管の材料は　・　被覆銅管　・　給湯用塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　・　ｽﾃﾝﾚｽ鋼管（ﾒｶﾆｶﾙ継手）

・　要（・　別途工事　・　本工事）　●　不要

●　桝のコンクリート部は工場製品としてもよい。

●　図示の箇所に取付ける。

●　洗面器及び手洗器に直結する排水管は，器具トラップより１サイズアップとする。

　　　　　　　　　　　　・　メカニカル形排水鋳鉄管コーティング鋼管

　　　　　　　　　　　　・　メカニカル形排水鋳鉄管コーティング鋼管

・　要（・　別途工事　・　本工事）　●　不要

・　鋼板製高置タンクの保温（・　不要　・　要）

●　共通仕様書第２編３，１，５による。ただし，下記の部分は本仕様による。

●　逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

●　水道直結部分　ＪＩＳ（●　10K　・　＊＊＊＊）

●　量水器桝及び弁桝のコンクリート部は工場製品としてもよい。

●　水抜栓を使用する場合，屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。

7　引込負担金等

6　ガス漏れ警報器

5　メーター

4　転倒防止等

3　集合装置

2　充てん容器

1　配管材料

2　燃焼機器

1　機器の寸法

　　排水管
2　洗面器等の

4　ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝ため桝

2　測定表

1　手続等

3　建物導入部配管

2　保温

1　配管材料

1　配管材料

5　放流納付金等

3　満水試験継手

1　配管材料

10　引込納付金等

8　保温

7　管の埋設深さ

6　水栓柱

5　弁類

4　量水器桝

3　量水器

2　水栓

1　配管材料

項 目章

分岐方式（工場加工）

特 記 事 項

屋外露出

屋内露出

●　冷媒管の保温の外装は下記による。なお，保温化粧ケースは塩化ビニル樹脂製とする。

　　の項による。

・　建物内の空気抜き管の保温は，共通仕様書第２編３，１，４の膨張管の項による。

・　膨張ﾀﾝｸよりﾎﾞｲﾗ等への補給水管の保温は，共通仕様書第２編３，１，４の膨張管の項による。

・　外気ダクトの保温用（保温厚さ２５ｍｍ，範囲は図示による）

・　還りダクトの保温用（保温厚さ２５ｍｍ，範囲は図示による）

共通仕様書第２編３，１，４による。ただし，下記については本仕様による。

図示の箇所に箇所に取付ける。

　　　　　　　　製造者の標準仕様とする。

　　　　　　・　減油警報）の端子を設ける。なお，フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は

制御盤には（・　給油ﾎﾟﾝﾌﾟ制御　・　満油警報　・　遠隔警報　・電磁弁制御　・　返油ﾎﾟﾝﾌﾟ制御

空気調和機の冷温水管（入口又は出口）に（・　固定形　・　着脱形）を設ける。

冷温水ヘッダーの（・　各送り管　・各　返り管）に（・　固定形　・　着脱形）を設ける。

　　（・　固定形　・　着脱形）を設ける。

・　直だき吸収冷温水機の冷温水管（出口側）及び冷却水管（出口側）に

・　冷凍機の冷水管（出口側）及び冷却水管（出口側）に（・　固定形・　着脱形）を設ける。

，着脱形の指示部は（・　40A用　　個　・　100A用　　個　・　250A用　　個）付属とする。

瞬間流量計はﾋﾟﾄｰ管方式によるもので止水ｺｯｸ付とし，形式及び取付部は下記による。なお

・　熱交換器の温水管（出入口側）。

・　空気調和機の冷温水管（出入口側）。

・　直だき吸収冷温水機の冷温水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

・　冷凍機の冷水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

取付部は下記による。

・　温風暖房機の吐出ダクト，レタンダクト，外気取入れダクト及びレタンチャンバー。

　　及びﾚﾀﾝﾁｬﾝﾊﾞｰ。

・　空気調和機（パッケージ形を含む）のｻﾌﾟﾗｲﾁｬﾝﾊﾞｰ，ﾚﾀﾝﾀﾞｸﾄ，外気取入れﾀﾞｸﾄ

・　冷温水ヘッダー（往）及び各返り管。

・　熱交換器の温水管（出入口側）。

・　空気調和機の冷温水管（出入口側）。

・　ボイラの温水管（入口側）。

・　直だき吸収冷温水機の冷温水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

・　冷凍機の冷水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

取付部は下記による。なお，温度計は工業用ﾊﾞｲﾒﾀﾙ式温度計（目盛板外径100φ）とする。

・　鋼管用伸縮継手の種類は図示による。

・　JIS 5K　・　JIS 10K（図示部分）

   (配管用炭素鋼鋼管（白））とする。
(5)膨張管，空気抜き管，ドレン管及び膨張タンクよりボイラ等への補給水管は

(4)冷却水管　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

(3)冷温水管　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

(2)油　管　　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

 　蒸気管　還管　・　管配管用炭素鋼鋼管（黒）・　圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）sch-40

(1)蒸気管　給気　・　管配管用炭素鋼鋼管（黒）・　圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）sch-40

(2)ピストンダンパー復帰方式（・　遠隔　・　＊＊＊＊）

(1)防煙ダンパー復帰方式（・　遠隔　・　＊＊＊＊）定格入力はDC24V,0.7A以下とする。

・　綿布保温　●　化粧ケース

　　消音内貼り
17　保温及び

16　絶縁フランジ

15　油面制御装置

14　瞬間流量計

13　圧力計

12　温度計

11　弁類

10　配管材料

9　ダンパー

項 目章

夏期

冬期 ＊

＊

＊

＊

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

一般系統
外 気

屋 内

℃ ％

％

℃ ％

℃ ％

℃ ％

℃ ％

℃ ％

℃ ％℃

（３）外壁に面するｶﾞﾗﾘに直接取り付けるﾁｬﾝﾊﾞｰ及びﾎｯﾊﾟｰは雨水の滞留のないように施工する。

　　　で消音内貼りしたチャンバーには，点検口を設け，点検口の大きさは図示による。

（２）空気調和機，温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー，レタンチャンバー及び風道系

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

鋼板厚（・　3.2mm　・　4.5mm)

・　別途

・　設ける（測定口は径８０φとする）

・　設ける　・　設けない

8　チャンバー

7 風量測定口

6 ダクト

5 煙道

4 煙突

3 ばいじん量測定口

2 ばい煙濃度計

1 設計温湿度

●
　
一
般
共
通
事
項

特 記 事 項

・　引渡しを要するもの以外は構外搬出処理とする。

引渡しを要するもの　●　無　・　有（　　　　　　　　　　）

●　山砂の類
・　根切り土の中の良質土（ただしヒューム管以外の管の周囲は山砂の類）　

・　構内敷きならし　・　構外搬出適切処理
　　・　本工事で負担とする。
●　別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。
構内につくることが　●　できる　・　できない（　　　　　　　　　　　　　）

　　すべて請負者の負担とする。
●　この工事に必要な工事用電力，水及び諸手続き等の費用は，
●　工事に必要な官公署などへの手続きは請負者が代行し，速やかに行う。

・　設けない　・　設ける
●　検査及び試験を行うべき機材等は，共通仕様書による。
　　整備）
・　冷凍空気調和機器施工（チリングユニット，パッケージ形空気調和機の据付及び

・　おく　　　　　・　おかない

・　資格の区分Ⅰ　・　資格の区分Ⅱ
評価書の写しを監督員に提出するものとする。
品質・性能有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は，
又，「建築材料・設備機材等品質評価事業」（（社）公共建築協会）によって所要の

本工事に使用する機材等は，設備機材等指定表（　/　）図によるほか，

13 発生材の処理

12 埋め戻し土・盛土

11 残土処理

10足場・さん橋類
9工事用仮設物

8工事用電力水その他
7官公庁への手続

6監督員事務所
5機材等の検査及試験

4技能士の適用
3電気保安技術者

2主任技術者等の資格

1機材等

項 目章

屋 外

・一式

・一式

・一式

・一式

・一式

・一式

・一式

・一式

・一式

・一式

・一式

・一式

・一式

6.設備概要（ ● 印の付いたものを適用する。）

5.工事範囲

3.工事種目（ ● 印の付いたものを適用する。）

・一式・一式・一式・一式

・一式・一式・一式・一式

・一式・一式・一式・一式

・一式・一式・一式・一式

・一式・一式・一式・一式

・一式・一式・一式・一式

・一式・一式・一式・一式

・一式・一式・一式・一式

・一式・一式・一式・一式

・一式・一式・一式・一式

・一式・一式・一式・一式

・一式・一式・一式・一式

・一式・一式・一式・一式

工 事 種 別建物別及び屋外

屋 内工事種目

 対象部分：

4.指定部分    ●　無　　・有

章

屋外露出，多湿箇所

●　アルミ箔上亀甲金網

●　ステンレス鋼板（共用部冷媒管）　

●　化粧カバー（専用部冷媒管）

●　アルミガラスクロス

●　アルミガラスクロス　・　綿布

●　ステンレス鋼板

●　カラー亜鉛鉄板

●　アルミガラスクロス

●　アルミガラスクロス　・　カラー亜鉛鉄板

さない時期までに，必要ない位置，大きさなどを明示し，監督員と打合わせる。

スリーブ，箱入れその他他工事との取り合いは，工事区分表によるものとし，施工に支障を来た

（　）書きの室名は直天井を示し，その他は二重天井を示す。

既存コンクリート床，壁等の配管貫通部の穴明けは，原則としてダイヤモンドカッターによる。

表示なき電線は，600Vﾋﾞﾆｰﾙ絶縁電線とする。ただし，自動制御設備に係る配線は共通仕様書による。

・　屋外露出　●　機械室　●　電気室

下記以外の金属電線管は塗装を行わない。

倉庫・書庫

居室・廊下など

機械室

倉庫・書庫

倉庫・書庫

居室・廊下など

機械室

倉庫・書庫

屋外露出，多湿箇所

屋外隠ぺい，ＰＳ内

屋
内
露
出

屋
内
露
出

●　配管の保温の外装

　　取り合い
27 他工事との

26 天井仕上区分

25 はつり

24 電線

23 塗装

●　ダクトの保温の外装

●　共同溝の保温

　　は呼び径２５ｍｍ以下のものは５０ｍｍ，呼び径３２ｍｍ以上のものは４０ｍｍとする。

　　は防凍保温を行う。その仕様は共通仕様書第２編３，１，４及び３，１，５とする。厚さ

●　屋外露出部（給水管，消火管，冷温水管，膨張管，冷水管，温水管，ドレン管，弁類を含む）

　　　1)地中埋設標　　　　・　要（図示の箇所）　●　不要

（１）地中埋設配管（排水管を除く）

　　　　　するが，前記指針の方法によらなくてもよい。

　　　　3)１００ｋｇ以下の軽量な機器においても耐震を考慮し据え付け叉は取付けを行うものと

　　　　2)設計用鉛直地震力は，設計用水平地震力の１／２とした値とする。

設計用標準震度

　　　1)設計用水平地震力は，機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量）

（１）機器

（国交省住宅局建築指導課監修最新版）による。

耐震措置の設計及び施工方法は，次に掲げる事項以外，すべて建築設備耐震設計施工指針

機器，配管，風道等は耐震を考慮し堅固に据え付け，取付け叉は支持を行う。

（２）電動機出力，燃料消費量，圧力損失は，原則として表示された数値以上とする。

（１）機器類の能力，容量等は表示された数値以上とする。

●　50Hz　・　60Hz

●　初期運転状態の記録

●　騒音の測定

●　室内気流及び塵埃の測定

●　室内外空気の温湿度の測定

●　水量調整

●　風量調整

●　本工事　・　別途

案内板の大きさは，約＊＊＊㎡とする。

機器等の取扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室に設ける。

を提出する。

１部とする。必要と思われる場合は，設計者と協議の上特記する。及び保守に関する資料等３部

上記完成図（施工図､竣工図）にＣＡＤﾃﾞｰﾀｰにて作成した場合はそのﾃﾞｰﾀｰをＤＸＦファイルにて

完成図（施工図１部，竣工図１部.陽画複写紙（白写真）３部，

国交大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真の撮り方」（建築設備編）による。

22 保温

21 配管

20 耐震措置

19 容量等の表示

18 電源周波数

17 総合調整

16 案内板

15 完成図その他

14 工事写真

特 記 事 項項 目

方式及び種別

●　水道直結式　・　高置タンク式（　・市水　　・井水　)

・　液化石油ガス

設 備 概 要

建物外放流先

●　電気　　　・　ガス

・　温風暖房　・　灯油焚き湯沸器による床暖房

ガスの種別

消防用設備等の種別

排水方式

給水方式

自動制御方式

主熱源

空調方式

「機械設備工事編」（最新版）による。

　すべて国交省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築標準仕様書「機械設備工事編」（最新版）及び公共建築設備工事標準図

　(2)特記事項のうち選択する事項は，●印の付いたものを適用し，・印の付いたものは適用しない。

　(1)章は●印の付いたもの，項目は番号に●印の付いたものを適用する。

2.特記仕様

　現場説明書（現場説明書に対する質問回答書を含む）本特記仕様書及び図面に記載されていない事項は，

1.共通仕様

■特記仕様書-１

（m2）

Ⅰ．工事概要

別表第一
消防法施工令

備 考
延面積

階 数構 造建 物 名 称

建築面積2.建物概要　　敷地面積

1.工事場所

　　　　　　　　　　　　　　 ・　外面被覆鋼管（　・　VS（SCH40)　・　PS(SCH40)）
　　　　　　　　(2)地中埋設　・　外面被覆鋼管　（　・　VS　・　PS　）

・　圧力配管用炭素鋼管(sch-40)

・ 給水用耐震型高性能ポリエチレン管

・ 給水用耐震型高性能ポリエチレン管

・給水用耐震型高性能ポリエチレン管

●
衛
生
器
具
設
備

・
排
煙
設
備

建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

ワイヤー式叉は電気式とする。

・　壁取付　（・　スリット形　・　スイング形）

・　天井取付（・　スリット形　・　スイング形）

・　亜鉛鉄板　・　＊＊＊＊＊

4　排煙風量測定

3　排煙手動開放器

2　排煙口の形式

1　ダクト

●　緊急止水栓付とする。

●　止水栓付とする。

●　止水栓付とする。

・　設ける（ピット内は除く）●　設けない

水抜栓を使用する場合，水栓は吊こま式とする。

・　横形（押ボタン）　・　立形

・　陶器製（・　＊＊＊　・　露出形）

・　埋込（・　VA　・　PA）　・　露出

・　露出　・　隠ぺい

・　集合感知の場合はカウント不足を補償するタイマー機構を設ける。

・　集合感知ハイタンク方式（自動サイホン＋補給水電磁（動）弁）

・　集合感知フラッシュ方式（・　隠ぺい　・　露出）

・　個別感知フラッシュ方式（・　埋込　　・　露出）

図示による。

・　有り　・　無し

10　洗濯用給水栓

9　台所用混合水栓

8　手洗器､洗面器

7　大便器耐火ｶﾊﾞｰ

6　器具付属水栓

5　水石けん入れ

4　化粧棚

3　小便器洗浄管
　 ハイタンク
2　小便器洗浄用

1　小便器節水装置

　 置の構成・機能

2　中央監視制御装

1　中央監視装置
・
自
動
制
御

11　標記板

取り付け箇所は　●　図示した位置　　　●　送風機吐出ダクト又は吸込みダクト

　　　　　　　　●　外気取入れダクト　●　空調機出口チャンバーの分岐ダクト

6　保温

5　チャンバー

4　排気ﾀﾞｸﾄのｼｰﾙ

3　ダンパー

2　風量測定口

厨房系統の排気用ダクトは共通仕様書より一番手厚いものを使用する。

その他+事務所

●　空気調和設備

●　衛生器具設備

●　排水設備

●　給湯設備

　　　　　　　●　ルームエアコン　　・　ファンコイルユニット方式

建物内汚水，雑排水（　・　分流　●　合流)

（３）雨　水　・　直放流下水管　・　道路側溝に放流　●　敷地内雨水浸透（建築工事）

・　屋内消火栓設備　・　ｽﾌﾟﾘﾝｸｰﾗｰ　・　二酸化炭素消火設備　・　泡消火設備

・　化粧カバー　　（専有部冷媒管）　

指定色

空気調和設備の当該項目による。（１００φを超え，延焼線にかかる部分はＦＤを設ける。）
浴室（シャワー室，脱衣室を含む）系統
空気調和設備の当該項目による。

下記のダクトの保温（断熱）を行う。

  ●　架橋ポリエチレン管（バルブ以降）（１）一般配管   　　　・　水道用ポリエチレン管

　　　　　　  　 　　　●　水道用ビニール管　（・ HIVP　) 一部

 （２）地中埋設配管は （・ VD　● HIVP）とする。

（３）ピット配管は　 （・ VD　● HIVP）とする。

●　台所流し用の水栓は泡沫式とする。

（４）水道直結配管は （・SUS　・ VD　● HIVP）とする。

・　親ﾒｰﾀｰ（●　貸与品　・　＊＊＊＊）　・　子ﾒｰﾀｰ（・　買い取り　・　貸　与）

●
給
湯
設
備

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

茨城県神栖市波崎町9602

（１）屋内汚水排水管　　・　耐火二層管　●　ＶＰ管　・　排水用塩ビライニング鋼管

（２）屋内雑排水管　　　・　耐火二層管　●　ＶＰ管　・　排水用塩ビライニング鋼管

（３）一般排水通気管　　・　耐火二層管　・　ＶＰ管　・　ＳＧＰ（白）管

３１０.２５

９９９９.００㎡ ３１０.２５㎡

●　し尿浄化槽設備 蒸発散装置共

（１）汚　水　・　直放流下水管　●　し尿浄化槽　・　******

（２）雑排水　・　直放流下水管　●　し尿浄化槽　・　******

・　粉末消火設備　・　屋外消火栓設備　・　連結送水管設備　・　連結散水設備

同等品以上とする。ただし，同等品以上とする場合は，総括設計監督員の承諾を受ける。

●　配管（配管工事）　●　建築板金（ダクト製作及び取付け）　
・　熱絶縁施工（保温工事）

　　　　に，次に示す地域係数及び設計用標準震度を乗じたものとする。地域係数は1.0 とする。

共通仕様書第２編によるほか下記による。

　　　2)埋設表示用テープ　●　要　　　　　　　　・　不要

低速ダクト　・　アングル工法　・　コーナーボルト工法（・　共板スライド）とする。

取り付け箇所は　・　図示した位置　　　・　送風機吐出ダクト又は吸込みダクト

　　　　　　　　・　外気取入れダクト　・　空調機出口チャンバーの分岐ダクト

・　空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は，共通仕様書第２編３，１，５の排水管

●　ステンレス鋼管保温　・　化粧ケース

●　スパイラルダクト（・亜鉛鉄板製　　●ステンレス製）

低速ダクト　・　アングル工法　・　コーナーボルト工法（・　共板スライド）とする。

・　全熱交換器用のダクト（ＧＷ保温の厚さ２５ｍｍ，全て）

●
浄
化
槽
設
備

管の上端より原則として，一般敷地は（・30cm　・45cm）構内道路は　●60cm以上とする。

・　ＡＷ構造物耐震システムとする。
●　変位を吸収できるようにスリークッションとする。

住戸用減圧弁を設ける事。

●　屋内架橋ポリエチレン管は工場加工とする。

・　合成樹脂製　●　ステンレス製　・　人造石とぎ出し製　・　不凍水栓柱

　　　　　　　　　　　　　　 ・　外面被覆鋼管（　・　VS（SCH40)　・　PS(SCH40)）

・　その他　　　　　図示による

・　屋外露出配管は共通仕様書第２編３，１，５ｅ３（ハ）Ⅴによる保温を行う。

・　都市ガス　　ガス事業者の供給規定による。

・　標準図による　　４本　　２組。

・　標準図の（・　(a)　・　(b)）による。

１、特記事項は別図参照（特記仕様書-2参照）
２、平面図中の特記事項を除き本特記仕様書を優先する

４、屋外設置架台は亜鉛メッキ仕上げ又はステンレス製とする

●　換気用吸排気のダクト（ＧＷ保温の厚さ２５ｍｍ，外壁より２.０ｍまで）
●　（●厨房　・　湯沸室）のﾀﾞｸﾄはｾﾗｶﾊﾞｰ 20mmとし範囲は全長とする。(ｼｰｽﾞﾋｰﾀｰ含む）

Ⅱ・工事仕様

地階及び１階床　　　　●　0.6

●
　
空
調
設
備

●　流し等の床上露出部分の配管は，硬質塩化ビニル管でもよい。

・　ガス設備

・　別途（・　50kg　・　　Kg　・　　Kg）　ｘ　　８本

・　親ﾒｰﾀｰ（・　貸与品　・　＊＊＊＊）　・　子ﾒｰﾀｰ（・　買い取り　・　貸与品）

　外面被覆鋼管　（　・　VS　・　PS　）・屋内消火栓設備(1)屋内一般　・　

・
　
消
火
設
備

・　消火設備

３、屋外設置機器は塩害地は耐重塩害仕様とする
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鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

機械設備　特記仕様書-2
002

申請Ｍ-002

■特記仕様書-２

■．特記事項（図面に明記なきも､下記特記事項に関しては留意し施行を行うこと)

記　　号 名　　称

給 水 管

■ 　 凡 例

　給水装置の構造及び材質の基準に関する省令
（８）水道法施行令に準拠する。

（７）消防法・消防法施工令に準拠する。

告示　昭５０建告１５９７号

　エレベ－タ－の昇降路の構造　令第１２９条の７

（６）給水.排水その他の配管設備

給水.排水その他の配管設備設置.構造　令第１２９条の２の４

　建築設備の構造強度　令第１２９条の２の３

（５）建築設備の構造強度

（４）排煙設備

中央管理室　令第２０条の２の第２号
地下街　令第１２８条の３

建築基準法第３４条第２項　
告示　平１２建告１４３７号

告示　昭４８建告２５６４号
告示　平１２建告１４３６号

法別表第１
建築基準法施行令第１２６の２条の２

建築基準法第２条第７号の二　
泡消火設備　消防法施行令第１５条

水噴霧消火設備　消防法施行令第１４条

その他
スプリンクラ－設備　消防法施行令第１２条

告示　平１２建告１３６９号

建築基準法施工令第１１２条
（３）防火区画

建築基準法施行令第２０条の２

告示　昭４５建告１８２６号

（２）火気使用室に設ける換気設備
建築基準法施工令第２０条の３

（１）開口部の少ない建築物等の換気設備

中央管理室　令第１２６条の３の第１項１１号

中央管理方式の空調設備　令第１２９条の２の５第３項
機械換気設備　令第１２９条の２の５第２項

換気設備　令第１２９条の２の５

■　関係法令

06）衛生陶器は寒冷地仕様とすること。
07）図示箇所。

05）水栓コマは固定式とすること。
04）寒冷地の場合､量水器には保温ｶﾊﾞｰを設けること。
03) 屋外露出給水,給湯配管は電熱ﾋｰﾀｰ巻きとする
02) 屋外土中配管は凍結深度以上の埋設配管とする。
01) 保温、防露仕様は寒冷地仕様とする。
■寒冷地対策

　　●地中埋設配管は防錆びの為の措置を講ずること

07) 屋外部分の保温上外皮は全てｽﾃﾝﾚｽ製とする。但し図面に外皮の仕様が記載されている場合は、平面図優先とする。

09) 配管設備の構造詳細は下記によること。

06) 屋外部分の管､ﾀﾞｸﾄ､その他の支持金物は全てｽﾃﾝﾚｽ製とする。

05) その他図面に記載されている特記事項に充分留意する事。

04) 配管の施工方法は国交省仕様による。（地盤沈下防止対策含む)

　　認定番号、認定書を提出すること。

03) 国交省認定工法[防火区画貫通部耐火措置部材]が設計図と異なる施工を行った場合は､

02) 配管が防火区画及を貫通する場合は国交省認定工法[防火区画貫通部耐火措置部材]による施工を行う事。

01) 地中外壁を貫通する配管及びダクトは実管スリーブ（ツバ付き）を使用する事。（雨仕舞は建築工事とする）

■共通事項

配管材料及び備考

受水槽,高架水槽,その他でポンプを発停する

空調換気扇リモコンスイッチの配管．配線工事

換気扇のスイッチ，電源工事，配管配線工事

空調換気扇リモコンスイツチの供給，取付工事

空調器リモコンスイッチの配管工事

空調器リモコンスイツチの取付工事及び配線工事

外壁貫通配管及びダクト類の防水シーリング工事

外壁ガラリのチャンバ－類及び取付枠及び取付工事

化粧マンホ－ル蓋の化粧工事

化粧マンホ－ル蓋は衛生工事

衛生器具のアクセサリ－類（化粧鏡，ﾀｵﾙ掛け,石鹸受け等)

湯沸器リモコンスイツチの配管工事

17 湯沸器リモコンスイッチの取付工事及び配線工事

配管接続は衛生工事に含む
ユニットバスの下部配管工事(給水,給湯,排水管)

工事区分は機器表参照の事。
ミニキッチンの水栓金具及び取付工事

配管接続は衛生工事に含む
ミニキッチン及び取付工事

浴槽,流し台，ガス台,ユニットバス,洗面化粧台及び取付工事
配管接続は衛生工事に含む

各種設備用配管等のスリ－ブ及び躯体開口

工事区分は機器表参照の事。
各種設備機器及び水槽類のコンクリ－ト基礎

地下ピットの点検マンホ－ル．人通孔．通気孔．連通管

(但し自動排水型水中ポンプは除く)

各種ｺﾝｸﾘｰﾄ製排水槽(ピット)の通気管，通気金物

各種ｺﾝｸﾘｰﾄ製排水槽(ピット)の築造工事，点検ﾏﾝﾎｰﾙ

浴槽追焚金物,及び取付工事,配管工事

３）下記の工事区分に変更が有る場合は，係員の承諾を得なければならない。

２）設計図中に工事区分の記載がある場合はが有る場合は，設計図を優先する。特記

１）工事に際しては，下記工事区分を充分理解して，各工事職種の担当者と打ち合わせの上，施工しなければならない。

工 事 区 分

各種PSの点検口及び天井点検口，床点検口

ガス漏れ警報器及び取付工事

外溝工事のU字溝,排水側溝，及び蓋

既設給水管の撤去，公設桝の撤去費用

各種負担金（給水，下水道）

消火器及び取付工事

但し配管，配線工事は電気工事

場合の電極棒，及び取付工事

施主工事空調工事建築工事 電気工事衛生工事
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1

2

6

7

8

9

11

12

13

14

15

16

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

30

31

32

33

34

35

番号

■　工事区分表

工 事 内 容

●

●

●
●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●●
●

●

●

●
●

●●●●

●●●●
●

●

●

●

●

●

水道用耐衝撃性硬質塩ビ管
架橋ポリエチレン管（工場加工）

屋外埋設
屋内一般

3 各種ｺﾝｸﾘｰﾄ製排水槽(ピット)の警報設備（電極棒含む）

4

(4)以外の電極棒，及び取付工事5

同上補強工事

RD金物，立樋配管工事10

立樋GL以降桝接続迄のの配管工事

外溝工事のU字溝,排水側溝の最終桝及び取付工事

●

外壁ガラリ類及び取付工事

制気口の天井開口及び補強工事29

●

02）排水設備は下水道法、所轄下水道局の基準に従い施工すること。

01）給水設備は水道法、所轄水道局の基準に従い施工すること。

■衛生設備

03）各種負担金（水道、下水道）は工事区分表とする。　

04）ライニング鋼管の接続部は端末コアーを使用する事。
05）排水立管が(耐火ニ層管）の場合は1層毎に伸縮継ぎ手を設けること。横主管の掃除口は10m以内毎に取り付ける事。
06) 排水立管には最下階、中間階、最上階にCO継ぎ手を設けること。

07) 排水立管の満水継ぎ手取り付けに関しては､その是非を管理者との協議による。

08）給水立管､ｶﾞｽ立管の立ち上がり部には分岐用仕切り弁､ｶﾞｽｺｯｸを設けること。

09）排水桝の深さは参考とし、現場で再度調整を行うこと。

10) 湯沸用リモコンスイッチの配管，配線は工事区分表による。

11) 腐食する恐れのある部分には塩化ビニール等の樹脂管又は内外面被覆鋼管を使用し腐食防止の措置を講じる。
12) 水受け設備に給水する飲料水の配管設備の水栓の開口部には適正な吐水口空間を確保する。
13) 給水・排水その他の配管設備の設置及び構造は令第１２９条の２の４の規定を満たすこと。
14) 衛生器具類は日本工業規格適合品を使用する。

15) 給水管の凍結のおそれのある部分には防凍のための保温工事を施す。（寒冷地は地域に合わせ設備工事を行う）
16) 給水管には水撃緩衝型の水栓を用いる等のウォーターハンマー防止の措置を講じること。
17）請負業者は工事着工前に､設計図を精査し､疑義を生じた場合は係員に報告し､係員の指示に従うこと。　

18）請負業者は工事引渡し前に､各種試験(水量､水圧､給湯温度）結果報告書を係員に提出すること。　
19）専用、共用配管（給水、給湯、ガス、排水管）のコンクリート打ち込み禁止とする。
20）地中埋設配管配管上のコンクリート打設を禁止とする。
21）排水管（ＶＰ）使用範囲において２００ｍｍ以上のものはＶＵ使用可とする。

22）排水設備の構造は、下水道法施行令8条の基準による。

07) 給気用外壁ベントキャップが本工事の場合は全て消音型とする。

06) 外壁ベントキャップは全てステンレス製(指定色OP塗装)（防虫アミ付）とする。

05) 振動及び騒音の発生が予想される機器及びこれに接続する配管は防震装置及び防震架台を設置する事。

04) 空調器用リモコンスイッチの配管，配線は工事区分表による。

01) 火を使用する設備の換気ダクトはセラカバー20mmの断熱を施す事。　

■空調・換気設備

02) 配管が防火区画及を貫通する場合は国交省認定工法[防火区画貫通部耐火措置部材]による施工を行う事。

03) 国交省認定工法[防火区画貫通部耐火措置部材]が設計図と異なる施工を行った場合は､

　　認定番号、認定書を提出すること。

04) 配管の施工方法は国交省仕様による。（地盤沈下防止対策含む)

05) その他図面に記載されている特記事項に充分留意する事。

■共通事項

01) 地中外壁を貫通する配管及びダクトは実管スリーブ（ツバ付き）を使用する事。（雨仕舞は建築工事とする）

02）外壁より2m以内の換気ダクト及び空調ダクト・全熱交換器は全て結露防止のためにグラスウール20mm巻とする事。

03）冷媒管は国土交通省適合 高断熱ペアコイル・ダブル高断熱ペアコイル仕様とする事。

10）請負業者は工事着工前に､設計図を精査し､疑義を生じた場合は係員に報告し､係員の指示に従うこと。　

11）請負業者は工事引渡し前に､各種試験(風量､静圧､各室空調温度､湿度）結果報告書を係員に提出すること。　

08) ｼｯｸﾊｳｽ用換気機器で専用機種で無い場合は全て「24時間換気ｽｲｯﾁ」の旨のｼｰﾙを貼ること。

09）区画貫通処理は国土交通省認定工法とする。

準拠し配管材・ダクト材料を選定する。

　すべて国交省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築標準仕様書「機械設備工事編」（最新版）及び公共建築設備工事標準図に

■　配管材料

準拠し保温材を選定する。

　すべて国交省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築標準仕様書「機械設備工事編」（最新版）及び公共建築設備工事標準図に

■　保温工事

準拠し塗装材料を選定する。

　すべて国交省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築標準仕様書「機械設備工事編」（最新版）及び公共建築設備工事標準図に

■　塗装及び防錆工事

メーカー名適用 機材

■　メーカーリスト

● 積水化学工業（株）・ 住友金属工業（株）・ 新日本製鉄（株）・（株）クボタ管 材

○ 受 水 槽 積水アクアシステム（株）・（株）日立ハウステック・（株）ブリジストン

● ポ ン プ 類 （株）荏原製作所・（株）川本製作所　・（株）テラルキョクトウ

●
● 衛 生 器 具 （株）ＩＮＡＸ　・ＴＯＴＯ（株）・　ジャニス工業（株）

（株）ＩＮＡＸ　・ＴＯＴＯ（株）・　イトミック（株）電 気 温 水 器

三菱樹脂（株）

（株）日立製作所

●
● 空 調 機 器

換 気 扇 類 三菱電機（株）・　パナソニック㈱

三菱電機（株）・　ダイキン工業（株）　・　パナソニック㈱

○ ベンチャーマテリアル(株)03-3553-5081　担当　宿利氏床暖パネル

● プレハブ配管システム （株）カワトＴ.Ｐ.Ｃ.

● エコキュ－ト 三菱電機（株）

風量調整ダンパ－

防火ダンパ－

角ダクト
亜鉛鉄板製（板厚は仕様書による）

亜鉛鉄板製（仕様は仕様書による）

日本防排煙工業会FD付は防火設備対応
自主適合ﾏｰｸ　NBK-02-084同等品

亜鉛鉄板製（仕様は仕様書による）
CDCD

FD

AxB

スパイラルダクト ステンレス製（板厚は仕様書による）

区画貫通箇所は認定工法対応　被覆銅管

区画貫通箇所は認定工法対応　硬質塩化ビニル管空調ﾄﾞﾚﾝ管

冷媒配管

逆流防止ダンパ－

φφ

AxB

FD

VD VD

D

R

チャッキ弁

ゲ － ト 弁

　外面被覆鋼管　（　・　VS　・　PS　）

G

H

X

ガ ス 管 ガス会社指定材

排 水 管

通 気 管

連結送水管

屋内消火栓管

水栓類(JIS規格) 給水栓・給湯栓・混合栓

（地中・ピット内は外面ライニングとする）

圧力配管用炭素鋼鋼管 JIS G 3454　Ｓｃｈ40
配管用炭素鋼鋼管 JIS G 3454

JIS-10K､（直結，ﾒｰﾀｰ回り）JIS-10K､

連結送水管は16Ｋ

JIS-10K（ｽﾓﾚﾝｽｷｰ型)

連結送水管は16Ｋ

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ継手
可とう継手

汚 水 桝

雑 排 水 桝

ｽﾃﾝﾚｽ製．ｺﾞﾑ製（長さは仕様書による）

改良桝　小口径塩ビ桝(蓋仕様は図面参照）

改良桝　小口径塩ビ桝(蓋仕様は図面参照）

改良桝　小口径塩ビ桝(蓋仕様は図面参照）

ベントキャップ

排気ガラリ

給気ガラリ

VC

EAG

OAG

SUS製（防虫網付)　＊FD付は防火設備対応

＊FD付は防火設備対応　SUS防虫網､ﾎﾞｯｸｽ付　

＊FD付は防火設備対応　SUS防虫網､ﾎﾞｯｸｽ付　

T ト ラ ッ プ 桝

床上掃除口 ＣＯＡ　ＣＯＢ　バリヤフリ－対応形

排水金物
排水目皿

Ｔ５Ａ.Ｂ　Ｔ１４Ａ　Ｐ３Ａ.Ｂ　Ｄ

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）
耐火二層管（ＶＰ）
硬質塩化ビニル管（ＶＰ）
耐火二層管（ＶＰ）

埋設・ピット等
一般部
埋設・ピット等
一般部

給 湯 管 架橋ポリエチレン管 （工場加工） 屋内一般
屋内一般給湯用塩ビライニング鋼管

厨房用排気ダクトはステンレス製とし１番手上とする。

排水立管、横主管の管径算出は負荷単位法とし、排水管勾配の決定方法は（SHASE-S206-2009）とする。

08) 塩害の恐れのある部分で屋外に設置される機器は耐重塩害仕様とする。



図面名

工事名

縮尺 Ｍ

図面番号

株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第58145号

設計者

設計年月 2025　－　3

一級建築士         第324624号 平山　純

No,Scale

機　器　表

仕　　様
風量 靜圧 電気・容量

台数 備　考
ｋｗ

記　号 機　器　名
Ｐａ 相 Ｖm3/hr

機　器　表

仕　　様
風量 靜圧 電気・容量

台数 備　考
ｋｗ

記　号 機　器　名
Ｐａ 相 Ｖm3/hr

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

003空調・換気・給排水　機器表

申請Ｍ-003

4.408

注記：
２）屋内・屋外・露出冷媒管・ドレン管はスリムダクト（指定色）保護とする。
１）延焼ライン・区画貫通用ＦＤは図面参照とする。

0.0033

ＥＦ-１ １階１ １００天井埋込扇 １００

　１００φ　平形パイプフ－ド（ＳＵＳ）ガラリ付

ＥＦ-２ １ １階１００

　シロッコファン　ＶＤ-１０ＺＡＶＣ 7

　１天井埋込扇

ＥＦ-３ 天井埋込扇

　１００φ　平形パイプフ－ド（ＳＵＳ）ガラリ付

　６５ 0.004

　更衣室

　脱衣室

　シャワ－室

　シロッコファン　ＶＤ-１０ＺＦＶＣ 7- １２０ 　７８

親子扇

ＥＦ-４ １ １００ 　１階

　ＷＣ

　７０ 　３

　２

ＥＦ-５

１

　リモコン　ＣＶ付

　共巻配線：ＥＥＦ２.０　-２Ｃ×２

　防振パット　　他付属品一式

ＡＣ-１

セパレ－ト形

空冷ヒ－トポンプ

　基礎（ＲＣ製）　基礎ダブルナット締め（ＳＵＳ）

　事務室・応接室 ＥＨ－１ １ ２００ 　１

　副吸込口他付属品一式

４）機器は全て重塩害仕様とする。
３）機器型番は参考とし同等品以上する。

　人感センサ－付　他付属品一式

　人感センサ－付　他付属品一式

天井埋込扇 　シロッコファン　ＶＤ-１３ＺＡＶＣ 7-

　１００φ　平形パイプフ－ド（ＳＵＳ）ガラリ付

１２０ 0.0042

収納スペ－ス

１ １００

　２４ＨＳＷ（３ノッチ）　付属品一式

　ＥＥＦ２.０　-２Ｃ×２

１階　１

　事務室

１有圧換気扇

　ウエザカバ－（防鳥網・ＳＵＳ）

　シャッタ－（電動式・ＳＵＳ）

　枠　他付属品一式

１００　低騒音形ステンレス製　ＥＦ-２５ＡＳＸＣ 2-

　バックガ－ド（Ｇ-２５ＸＤ 3）

３８

　ＳＷ部分に２４ｈ対応換気扇の表示する。

　シロッコファン　ＶＤ-１８ＺＶＸ 7-

　１５０φ　平形パイプフ－ド（ＳＵＳ）ガラリ付

６００ 0.048 　１ 　１階

　コミ詰め替え

スペ－ス

　壁掛形　ＭＳＺ-ＢＸＶ６３２５Ｓ

　冷房能力６.３Ｗ　　暖房能力７.１ＫＷ

　冷房消費電力３０２０Ｗ　暖房消費電力３７２０Ｗ

　冷媒管：６.４×１２.７

　Ｃｏｍ１７００Ｗ　屋内電源

　１3.720

　貯湯ユニット（３７０Ｌ）

　冬期高温加熱能力：４.４ＫＷ

　消費電力：４.４０８ＫＷ

　１６止水栓×２　絶縁ホ－ス×２　リモコン

　リモコンケ－ブル　脚部カバ－　他付属品一式

ＣＴ－１ 合併処理浄化槽

　処理汚水量：１.４ｍ3/ｄ

　制御盤・ブロア－付（基礎建築工事）

　臭突　臭突トップ　他付属品一式

１ 　１

　合併浄化槽別紙参照

ＣＴ-２ 　１

　ＸＪ-７　７人槽（ＦＲＰ製）

土壌拡散装置

ＤＰ－１ 排水水中ポンプ １ 　１

　二次側配管配線本工事

　他付属品一式　満水警報電気工事

　５０ＦＪ　５０ＧＶ　５０ＣＶ

ＤＷＶＡ

　排水ポンプ

１００ 0.311

　ＳＲＳ－ＥＰＳ土壌拡散処理システム

　７人槽用（６基）

　土壌拡散装置別紙参照

　汚水・汚物水中ポンプ　樹脂製　自動単独運転

　水中ケ－ブル５ｍ　防振パット　フロ－トＳＷ×２

　５０Φ×１００L/min×３ｍ×０.１５ｋｗ

0.15１００

電気温水器 　ＳＲＧ-３７６Ｇ　屋外設置

３００ 　７０ 0.0075

１８０ 　６０

２００



図面名

工事名

縮尺 Ｍ

図面番号

株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第58145号

設計者

設計年月 2025　－　3

一級建築士         第324624号 平山　純

No,Scale衛生器具表

       型  　式 付　属　品 

合
　
　
　
　
計

 器　具　名
備　考

屋
外

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

004

申請Ｍ-004

１
階
　
Ｗ
Ｃ
｜
２

１
階
　
Ｗ
Ｃ
｜
１

注記：１）器具型番は参考とし同等品以上とする
２）屋外設置器具は重塩害対応とする

洋　風　便　器   １ １

紙　巻　器

建築工事ユニットシャワ－

１ １

　１

　２

　２

小　便　器 １

１洗　面　器 １

洗　面　器

１
階
　
シ
ャ
ワ
｜
室

１

１
階
　
事
務
室

１
階
　
前
室

１ 　１

　２

1

　自動水栓電気温水器一体型　自動水石鹸　止水栓　他付属品一式

　自動洗浄　他付属品一式

化　粧　棚

化　粧　鏡

他付属品一式

キッチン混合水栓   止水栓×２ 他付属品一式 　１

４ ４13水栓柱 　水栓：703-000-136161-1200

１TKS05309J

化　粧　鏡

YAK600CR

YM511

　固定金物　他付属品一式

　固定金物　他付属品一式

　固定金物　他付属品一式YM512

1

1１

2１１

１１

YH403FW

CS400B

　自動単水栓　自動水石鹸　他付属品一式

　配管接続本工事

　固定金物　他付属品一式

　SH400BA　 TCF4744AK(1200W)止水栓　リモコン　他付属品一式 

LSF135CCR

LAS125AC

UFS900JCS



記　号 階

換気計算表

Ｎ値

ｍ 3

天井高

ｍ

床面積 室容積 法定換気量
ＣＭＨ ＫＷ／Ｈ

ガス消費量 法定換気量

ＣＭＨ

換気

回数
室　　名 判　定

２４Ｈ

判　定 備　　考換気量

ＣＭＨ

決　定

ＣＭＨ

法定風量

㎡（Af) ＣＭＨ

必要換気量

ＣＭＨ

２４Ｈ

設計換気量

令２０条の２ 令２０条の３

図面名

工事名

縮尺 Ｍ

図面番号

株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第58145号

設計者

設計年月 2025　－　3

一級建築士         第324624号 平山　純

No,Scale換気計算式

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

005

１階

申請Ｍ-005

２.４０ ＯＫ１０ 　　１２０シャワ－・脱衣 　　２.７５ 　　６.６０ 　　６６.０ＥＦ -２

１階 ２ .４０ ＯＫ

２.４０ ＯＫ１階

更衣室１

更衣室２

　５

　５

　　１００

　　１００

ＥＦ-１

ＥＦ -１

　　１ .７０

　　１.７０

　　４.０８

　　４.０８ 　　２１.０

　　２１.０

１階 収納スペ－ス

１階

１階

ＥＦ-４

ＥＦ -４

ＯＫ

ＯＫ

ＷＣ-１

ＷＣ -２

１０

１０

　　１２０

　　１２０

　　２.８７

　　３.８１

２ .２７

２ .２７

２ .６０　　６.２５ 　１６.２５

　　６.５２

　　８.６５

　５

　　６６.０

　　８７.０

事務室 ３ ＯＫ ＯＫ２.９０１階 　７９.０

ゴミ詰め替えスペ－ス ＯＫ ６９５.０ ＯＫ１階 ５

　２８.９３ 　８３.９０ 　１９２.０

１２６ .１０ ４ .３８ 　５５２.３２ ５０４.４

　　８２.０ＥＦ -４ ＯＫ　　１２０

ＥＦ-３

ＥＦ -５

　　３００ 　４２.０ １８０

５０５.０ 　　６００ 　６００

給湯スペ－ス熱源機無し



鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

平面図　1/100

図面名

工事名

縮尺 Ｍ

図面番号

株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第58145号

設計者

設計年月 2025　－　3

一級建築士         第324624号 平山　純

1/1001階　平面図

防火区画
(異種用途)

1 2 3 4 5

A

B

5,000 5,000 5,000

22,395

7,000210 185

15,185

14,9757,420

210

7,210

21
0

21
0

8,
00

0

8,
42

0

86
0

1,
07

0

3,
00

0

1,
07

0

3,
69

0
1,

31
0

9801,595 1,950

1,245 1,650

2,895

7,420

1,275 1,300

5,770

1400×740 1400×740

126.1㎡

ダストボックス

ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ

ダストボックス

ごみ積替えスペース

給湯ｽﾍﾟｰｽ

前室

FL-500(GL±0)

FL-500(GL±0)

CH=2600

FL-130

(GL+370)

冷

脱衣
CH=2400
FL±0

FL-300

(GL+200)
廊下-1

FL±0(GL+500)

事務室

FL±0(GL+500)

CH=2900

FL-200

(GL+300)

更衣室-1
CH=2400
FL±0

(GL+370)

WC-2
CH：FL+2270

FL-130

ｼｬﾜｰ

(GL+370)
FL-130

CH：FL+2270
WC-1

CH=2600
廊下-2

FL±0

FL-130
(GL+370)

CH=2400
FL±0

更衣室-2

収納 ｽﾍﾟｰｽ
CH=2600 FL±0

006（空調配管）

渡り配線：ＥＭ-ＥＥＦ２.０ -２Ｃ×２

保護とする。

２）屋内・屋外露出部分はスリムダクト（指定色）

３）給湯器と冷媒管・ドレン管の離隔距離（可燃物）は

黒本に準じ施工する。

４）冷媒管・ドレン管の区画貫通処理は認定工法とする。

５）屋外機に用途名表示する。

ドレン管：２０φ　ＣＶ付

１）空調機特記無き配管仕様は下記に依る。

冷媒管：６.４φ×１２.７φ

浸透桝（建築工事）へ接続

天井配管

１
ＡＣ

２５ ２０

Ｒ

Ｄ



鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

平面図　1/100

図面名

工事名

縮尺 Ｍ

図面番号

株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第58145号

設計者

設計年月 2025　－　3

一級建築士         第324624号 平山　純

1/1001階　平面図

防火区画
(異種用途)

1 2 3 4 5

A

B

5,000 5,000 5,000

22,395

7,000210 185

15,185

14,9757,420

210

7,210

21
0

21
0

8,
00

0

8,
42

0

86
0

1,
07

0

3,
00

0

1,
07

0

3,
69

0
1,

31
0

9801,595 1,950

1,245 1,650

2,895

7,420

1,275 1,300

5,770

1400×740 1400×740

126.1㎡

ダストボックス

ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ

ダストボックス

ごみ積替えスペース

給湯ｽﾍﾟｰｽ

前室

FL-500(GL±0)

FL-500(GL±0)

CH=2600

FL-130

(GL+370)

冷

脱衣
CH=2400
FL±0

FL-300

(GL+200)
廊下-1

FL±0(GL+500)

事務室

FL±0(GL+500)

CH=2900

FL-200

(GL+300)

更衣室-1
CH=2400
FL±0

(GL+370)

WC-2
CH：FL+2270

FL-130

ｼｬﾜｰ

(GL+370)
FL-130

CH：FL+2270
WC-1

CH=2600
廊下-2

FL±0

FL-130
(GL+370)

CH=2400
FL±0

更衣室-2

収納 ｽﾍﾟｰｽ
CH=2600 FL±0

（換気）

１００

１００

１００

１００

１
５

０

１
０

０

１
０

０

１００

ＥＦ
４

ＥＦ
４

ＥＦ
４

２
ＥＦ

ＥＦ
３

２
０

０

２

１

１５０

２
２００

１
ＥＦ

１
ＥＦ

007

申請Ｍ-006

樹脂製　フィルタ－付

パイプフ－ド（ＳＵＳ）

樹脂製　フィルタ－付

パイプフ－ド（ＳＵＳ）

給気口　２００Φ

ＢＳＧ２００ＳＢＲ

Ｐ-２３ＧＳＦ 3 ×２Ｐ-１８ＧＳＦ 3

ＢＳＧ１５０ＳＢＲ

給気口　１５０Φ

Ｕ アンダ－カット

Ｓ 引違い戸

Ｇ ガラリ

凡例

Ｕ Ｕ

Ｕ

Ｕ

ＵＵ

Ｇ

１ ２

２）ＦＤ点検口４５０*４５０は建築工事とする。
３）給気口用フィルタ－は高性能フィルタ－とする。

注記：１）アンダ－カットは１０ｍｍ/ｈとし建築工事とする。

４）スパイラルダクトはステンレス製とする。
５）吸排気ダクトはＲＷ２５ｍｍ保温を外壁より２ｍとする。



鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

屋根伏図　1/100

図面名

工事名

縮尺 Ｍ

図面番号

株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第58145号

設計者

設計年月 2025　－　3

一級建築士         第324624号 平山　純

1/100屋根伏図（換気）

B

A

1 2 3 4 5

3,500 3,500 5,000 5,000

7,000210

210

5,185

14,975

15,000 185

22,395

3,7103,710

21
0

3,710 3,710

210

21
0

8,
42

0

8,
00

0

屋上

シート防水

屋根

折板屋根フッ素アルミ亜鉛合金めっき鋼板

立平葺き カラーステンレス鋼板

キャノピー

ＥＦ
５

２

２

008

申請Ｍ-007

２００

２００

樹脂製　フィルタ－付

パイプフ－ド（ＳＵＳ）

給気口　２００Φ

ＢＳＧ２００ＳＢＲ

Ｐ-２３ＧＳＦ3 ×２

注記：１）スパイラルダクトはステンレス製とする。
２）吸排気気ダクトはＲＷ２５ｍｍ保温を外壁より２ｍとする。

２



配置図　1/400

図面名

工事名

縮尺

図面番号

Ｍ
1/400

設計年月

株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第58145号

2025　－　3

一級建築士         第324624号設計者 平山　純
鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

配置図（給排水）
009

A

B

C

D

F

H

I

J

K

L

M

8 9 10 11 12 13 14 15

6
,
0
0
0

6
,
5
00

4
,7

5
0

4,
7
5
0

4,
7
5
0

4,
7
5
0

7
,
5
0
0

5
,
0
00

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

49
,
9
9
9
.
4

1
0
,
5
00

150

103,300 6,500

150

6,0004,000

150

7,500 7,500 9,000 11,000 7,000

150

7,
21

0

22
,4

20

15
,2

10

31
,3
66

210

8,280 8,420

8,000 210

歩道

既存外灯残置
既存外灯残置

既存外灯残置

延
焼

ラ
イ

ン
 3

m
延焼ライン 3m

リサイクルプラザ

敷地

管理棟

隣地境界線　135.262

隣
地

境
界

線
　

71
,4

17

隣
地

境
界

線
　

74
.2

15

道路境界線

10.000道路境界線

10.000

道路境界線

10.000
道路境界線

10.000

道路境界線

10.000

道路境界線

10.000

道路境界線

10.000

道路境界線

10.000

道路境界線

10.000

道路境界線　

15.229

道路境界線

10.000

道路境界線

10.000

道路境界線

10.000

ﾄﾗｯｸ

ｽｹｰﾙ

冷
L1500

210

5799

8000 210

8420 8759

BA

5

1

2

A B
2
0
3
8
0

1 3 4 5 6 7

8,300 10,000 11,000 7,250 7,250 7,500

１
ＤＰ

ＣＴ
２ １

ＣＴ

２５ＧＶ　ＢＯＸ

散水栓系統

既設３０量水器（貸与品）ＢＯＸ

３
０

Ｈ
Ｉ

Ｖ
Ｐ

埋殺し

新建物新設後キャップ止メ

２
５

Ｈ
Ｉ

Ｖ
Ｐ

以降平面図参照

申請Ｍ-008



鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

平面図　1/100

図面名

工事名

縮尺 Ｍ

図面番号

株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第58145号

設計者

設計年月 2025　－　3

一級建築士         第324624号 平山　純

1/1001階　平面図

防火区画
(異種用途)

1 2 3 4 5

A

B

5,000 5,000 5,000

22,395

7,000210 185

15,185

14,9757,420

210

7,210

21
0

21
0

8,
00

0

8,
42

0

86
0

1,
07

0

3,
00

0

1,
07

0

3,
69

0
1,

31
0

9801,595 1,950

1,245 1,650

2,895

7,420

1,275 1,300

5,770

1400×740 1400×740

126.1㎡

ダストボックス

ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ

ダストボックス

ごみ積替えスペース

給湯ｽﾍﾟｰｽ

前室

FL-500(GL±0)

FL-500(GL±0)

CH=2600

FL-130

(GL+370)

冷

脱衣
CH=2400
FL±0

FL-300

(GL+200)
廊下-1

FL±0(GL+500)

事務室

FL±0(GL+500)

CH=2900

FL-200

(GL+300)

更衣室-1
CH=2400
FL±0

(GL+370)

WC-2
CH：FL+2270

FL-130

ｼｬﾜｰ

(GL+370)
FL-130

CH：FL+2270
WC-1

CH=2600
廊下-2

FL±0

FL-130
(GL+370)

CH=2400
FL±0

更衣室-2

収納 ｽﾍﾟｰｽ
CH=2600 FL±0

（給排水）

２００φ×９０°Ｙ×９４０Ｈ

１００φ臭突屋上より2.0ｍ立上げ（多翼トップ付）

２０ＧＶ　ＢＯＸ

建築工事桝

１００φトラップ（エルボ返し）

２００φ×９０°Ｌ×９３０Ｈ

２００φ×９０°Ｌ×８００Ｈ
２００φ×９０°Ｌ×８１０Ｈ

２００φ×ＵＴ×８２０Ｈ

２００φ×９０°Ｙ×８４０Ｈ

ＣＴ
１

２
ＣＴ

２００φ×９０°Ｌ×７１０Ｈ

２５ＧＶ ＢＯＸ２０ＧＶ ＢＯＸ

１３水栓柱

１３水栓柱

間接排水７５×５０　ストレ－ナ－付
５０ＨＴＶＰ

原水ポンプ槽用ブロワ

ＣＴ-１制御盤

ブロワ

１３水栓柱

２０ＧＶ ＢＯＸ

010

申請Ｍ-009

以降配置図参照　２５ＨＩＶＰ

１００

１
０

０

６５

１００

２５ＨＩＶＰ
１
０

０
２５ＨＩＶＰ２０ＨＩＶＰ

１００ １００

１００

１００

２
０
Ｈ

Ｉ
Ｖ

Ｐ

１３水栓柱

２０ＧＶ　ＢＯＸ

１００

１００

１００

２
０

Ｈ
Ｉ

Ｖ
Ｐ

２
５

Ｈ
Ｉ

Ｖ
Ｐ

１００

１００

２
０

Ｈ
Ｉ

Ｖ
Ｐ

１３ＶＰ

２０ＶＰ

１
０

０



鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

図面名

工事名

縮尺 Ｍ

図面番号

株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第58145号

設計者

設計年月 2025　－　3

一級建築士         第324624号 平山　純

1/50平面詳細図（給排水）
011

注記：１）建物内の給水・給湯管は架橋ポリエチレン管仕様とする。
２）架橋ポリエチレン管は保温付とする。
３）屋外露出保温はステンレスラッキング仕上げとする。

４）給水止水栓部分の床点検口は建築工事とする。

ＥＨ
１

間接排水７５×５０　ストレ－ナ－付
５０ＨＴＶＰ

吸気弁（ＨＢＶＬＭ５０Ｎ）

２０止水栓

吸気弁（ＨＢＶＬＭ５０Ｎ）

申請Ｍ-010

以降平面図参照

以降平面図参照

以降平面図参照

１３ ２
０

１６

１
３

１
３

１３

１
３１３

１
６

１
６

５０

５０

１６

５０

５０
７５

１
３

１６１６

１
３

１
０

０

４０

４０

５
０

１３

４０１３

１
０

０

７
５

２
５

Ｈ
Ｉ

Ｖ
Ｐ

１００

１
０

０

１００１００

５
０

７
５

A

B

9801,595 1,950

1,245 1,650

2,895

7,420

1,275 1,300

5,770

ｼｬﾜｰ

廊下-1

脱衣

事務室

前室

FL-130

FL-200

(GL+300)

CH=2400

FL±0

CH=2400

FL-130

(GL+370)

FL-300

冷

WC-2

CH：FL+2270

FL-130

(GL+370)

WC-1
CH：FL+2270
FL-130 (GL+370)

収納 ｽﾍﾟｰｽ

CH=2600

FL±0
廊下-2

CH=2600

FL±0

更衣室-1

FL±0

更衣室-2

CH=2400

FL±0

(GL+370)

(GL+200)

CH=2600

FL±0(GL+500)

CH=2900

FL±0(GL+500)

給湯ｽﾍﾟｰｽ



鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

平面図　1/100

図面名

工事名

縮尺 Ｍ

図面番号

株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第58145号

設計者

設計年月 2025　－　3

一級建築士         第324624号 平山　純

1/1001階　平面図

申請Ｍ-011

（電気温水器　配管・配線）
012

１
ＥＨ

付属ケ－ブル（ＰＦ１６）

給湯リモコン

Ｒ

防火区画
(異種用途)

1 2 3 4 5

A

B

5,000 5,000 5,000

22,395

7,000210 185

15,185

14,9757,420

210

7,210

21
0

21
0

8,
00

0

8,
42

0

86
0

1,
07

0

3,
00

0

1,
07

0

3,
69

0
1,

31
0

9801,595 1,950

1,245 1,650

2,895

7,420

1,275 1,300

5,770

1400×740 1400×740

126.1㎡

ダストボックス

ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ

ダストボックス

ごみ積替えスペース

給湯ｽﾍﾟｰｽ

前室

FL-500(GL±0)

FL-500(GL±0)

CH=2600

FL-130

(GL+370)

冷

脱衣
CH=2400
FL±0

FL-300

(GL+200)
廊下-1

FL±0(GL+500)

事務室

FL±0(GL+500)

CH=2900

FL-200

(GL+300)

更衣室-1
CH=2400
FL±0

(GL+370)

WC-2
CH：FL+2270

FL-130

ｼｬﾜｰ

(GL+370)
FL-130

CH：FL+2270
WC-1

CH=2600
廊下-2

FL±0

FL-130
(GL+370)

CH=2400
FL±0

更衣室-2

収納 ｽﾍﾟｰｽ
CH=2600 FL±0



Ａ－Ａ断面図

Ｓ＝１／６０

Ｓ＝１／６０

平　面　図 頂版開口図

Ｂ－Ｂ断面図 ブロワ断面図Ｓ＝１／６０ Ｓ＝１／６０

Ｓ＝１／６０

処理水槽
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処理計画人員　

処理計画汚水量

人

ｍ
３

／ 日

７

仕　　　　様　　　　表

ＢＯＤ　 200ｍｇ/Ｌ

ＢＯＤ　　20ｍｇ/Ｌ放流水質

流入水質

処理方式　　　

有　効　容　量 （ｍ　）３

接触ろ床槽

横向流夾雑物除去槽 １．４７１

０．５０１

０．２１５

０．０１５

電気機器仕様

放流ポンプ槽

注記

スラブ荷重は、Ｔ－６とする。

臭突工事は、処理槽工事内とする。（臭突排気風量0.33ｍ／分）

臭突横引き配管は、上り勾配施工とする。

流入・放流配管は、処理槽工事外とする。

処理槽流入部付近に給水栓を設けること。但し、処理槽工事外とする。

放流ポンプ ２台

臭突管の工事ができない場所は、放流ポンプ槽から放流先に空気逃がし配管

を行って下さい。

１００Ｖ－単相－５１Ｗ

消毒槽

処理水槽

１００Ｖ－単相－１３０Ｗ

　０．０４０

１．４

型式

分類

ＸＪ－７

合併処理

マンホールは、Fc製とする。

ブロワ

かさ上げは300ｍｍ以下と決められています。

１台

8-24-H-002

3

必要地耐力は45kN/m です。
2

原水ポンプ槽 ０．８４９

ばっ気スクリーン ０．２１３

１００Ｖ－単相－２２Ｗ原水ポンプ槽用ブロワ １台

原水ポンプ ２台１００Ｖ－単相－１５０Ｗ

チェッカープレートは、防臭型ロック式とする。

原水ポンプ槽のかさ上げ0ｍｍです。

処理槽のかさ上げ100ｍｍです。

型式認定番号

ダイキアクシス浄化槽　

横向流夾雑物除去接触ろ床循環方式

放　流

放流ポンプ槽

処理水移送装置

処理水槽

接触ろ床槽

第１室

第２室

第３室

流　入

硝
化

液
循

環
兼

汚
泥

移
送

横
向
流
夾
雑
物

除
去
槽

消毒槽

循環水移送装置

原水ポンプ槽

ばっ気型スクリーン

フローシート

ベンチレータ
臭突立上げ位置
φ100  H=6.6m

合併処理浄化槽槽平断面図 1/60
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一級建築士         第324624号 平山　純設計者
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フロート位置参考図
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工事名

図面名

図面番号

縮尺
株式会社日産技術コンサルタント

一級建築士事務所 東京都知事登録 第58145号

一級建築士         第324624号 平山　純設計者

設計年月 2025　－　3

合併処理浄化槽電気図
Ｍ 014

Ｓ＝１／６０二次側配線図　　

フロート位置参考図
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ＯＦＦ
原水ポンプ

原水ポンプ槽（フロート：ＲＦ－５）

交互運転

原水ポンプ
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電源

一括警報

非常　入　切

放流ポンプ

社名板

ブロワ

原水ポンプ槽用ブロワ

原水ポンプ

汚水処理制御盤

名　　称記号

屋外、屋内壁掛型(併用)

1.6t

扉板厚 1.6t

塗装色外面 5Y7/1　

塗装色内面 5Y7/1　

本体板厚

銘　板　表

外部端子図
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機　器　名　称 使用ケーブル、電線管容量 (ｋＷ)符号

（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＩＥ　５．５ ｍｍＤ種接地工事 （ＨＩＶＥ１６）

１５０　ｘ１００，ＶＥ（ＷＰ）

０．０５１ｋＷ

Ｎｏ．２放流ポンプ

Ｎｏ．１放流ポンプ

０．１３０ｋＷ

０．１３０ｋＷ

放流ポンプ槽　フロートスイッチ ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ ｍｍ －２ 心（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＣＥ　２ ｍｍ　　－３ 心 （ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＣＥ　２ ｍｍ　　－３ 心 （ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＣＥ　２ ｍｍ　　－３ 心原水ポンプ槽用ブロワ （ＨＩＶＥ２２）０．０２２ｋＷ

Ｎｏ．２原水ポンプ

Ｎｏ．１原水ポンプ

０．１５０ｋＷ

０．１５０ｋＷ ＥＭ－ＣＥ　２ ｍｍ　　－３ 心 （ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＣＥ　２ ｍｍ　　－３ 心 （ＨＩＶＥ２２）

原水ポンプ槽　フロートスイッチ ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ ｍｍ －４ 心（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＣＥ　２ ｍｍ　　－３ 心ブロワ ２

２

２

２

２

２

２

２

２

Ｆ２１

Ｆ１１－Ｆ１３

ＰＢ

ＥＤ

１

Ｍ
５

Ｍ
６

Ｍ
２

Ｍ
３

Ｍ
４

Ｍ

ブロワ

ＮＯ．２放流ポンプ

ＮＯ．１放流ポンプＭ５

Ｍ６

Ｍ２

ＮＯ．２原水ポンプ

ＮＯ．１原水ポンプＭ３

Ｍ４

Ｍ１

原水ポンプ槽用ブロワ

入ー切

ブレーカーにて電源送り（オートポンプ入-切)

放流ポンプ槽ＡＷＬ以上で満水警報。

入ー切

原水ポンプ槽ＬＷＬ以上で自動運転、原水ポンプ槽ＬＷＬ以下で停止。

原水ポンプ槽ＨＷＬ以上で予備ポンプ運転、原水ポンプ槽ＨＷＬ以下で停止。

原水ポンプ槽ＡＷＬ以上で満水警報。

機器ＮＯ．

警報

故障

機器選択

手動 自動
備考自動

故障時

移行
満水機器名称

過負荷漏電 （自交）

動作表

申請Ｍ-013

電線管端末部にはコーキング処理を行うこと。

一次側電源引込み工事及び外部警報配管配線

工事は別途工事とする。

ケーブル間の接続部は充分な防水処理を行うこと。

ブザー停止
ＰＢ（ＷＰ）

タッチパネル

(液晶ディスプレイ）

タッチパネルカバー

ハンドル(キー付)

警告シール

重耐塩塗装

鋼板製
カードホルダー

１ ２
ＭＭ

臭突立上げ位置
ベンチレータ

φ100  H=6.6m
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外形図
中扉詳細図



Ｓ＝１／６０機械基礎配筋図Ｓ＝１／６０Ａ―Ａ断面配筋図

頂版スラブ配筋図 Ｓ＝１／６０

基礎スラブ配筋図 Ｓ＝１／６０

基礎 段差部配筋詳細スラブ

Ｓ＝１／３０柱配筋詳細図

開口部補強筋

スラブ筋等の重ねつぎて長さは小径の４０ｄ以上とする。

スラブリスト

スラブ スラブ厚 位置 主　　筋 副　　筋 備　考

全断面

全断面
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工事名

図面名

図面番号

縮尺
株式会社日産技術コンサルタント

一級建築士事務所 東京都知事登録 第58145号
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工事名

図面名

図面番号

縮尺
株式会社日産技術コンサルタント

一級建築士事務所 東京都知事登録 第58145号

一級建築士         第324624号 平山　純設計者

設計年月 2025　－　3

ＭＳＲＳ－ＥＰＳ土壌拡散処理システム
７人槽用（６基）

016

Ａ－Ａ断面図 Ｂ－Ｂ断面図

ＳＲＳ－ＥＰＳ土壌拡散処理システム平面図
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流入桝（別途客先手配）　　 検知管１００φ

防護蓋２００φ（別途客先手配）有孔卵形ボール１５０φ×２４０

卵形ボール１２０φ×２４０

２０～５０Ａ（別途客先手配）

舗装

通気管１００φ 有孔管７５ＶＵ

防護蓋１５０φ（別途客先手配）

止水シート拡水シート

７５φキャップ（別途客先手配）

防護蓋１５０φ（別途客先手配）

通気管１００φ耐圧板１５００Ｗ×６００Ｌ

卵形ボール１２０φ×２４０

有孔卵形ボール１５０φ×２４０

流入桝（別途客先手配）　　

２０～５０Ａ（別途客先手配）

通気管１００φ

７５φキャップ（別途客先手配）防護蓋１５０φ（別途客先手配）

卵形ボール１２０φ×２４０

拡水シート

有孔管７５ＶＵ

防護蓋２００φ（別途客先手配）

検知管１００φ

拡水シート

有孔管５０ＶＵ止水シート

処　理　能　力　：　　　２５０ Ｌ／基

　　計画汚水量　：　　１４００ Ｌ／日

必　要　基　数　：　　１４００ Ｌ÷　２５０　Ｌ＝　５．６

　　　　　　　　　　　　６　基とする

　必要処理面長　：　　０．４５　ｍ×　６　基＝　２．７ ｍ

　　　　　Ｈ２　：　　

検知管用防護蓋　：参考品番　ＦＶＫ－２０セット

※　　　　Ｈ１　：　　４００ｍｍ以上（中耐荷重対応）　

　　　　　　　　：　　６００ｍｍ以上（重耐荷重対応）

通気管用防護蓋　：参考品番　ＨＢ－Ｄ（Ａ）１５Ａセット

5.処理装置の端より建築物、隣地境界までの距離は１ｍ以上とする

7.維持管理を適正に行うこと

3.粘土層等の透水性が悪い土壌への設置は行わないこと

4.地下水位が装置底面より１ｍ以上離れている場所で湿潤でない場所へ設置すること

2.雨水浸透ます付近及び雨水等の流入する恐れのない場所へ設置すること

1.各行政の取扱指導要綱に準拠し、合併浄化槽放流水を敷地内処理する装置とする

6.処理装置上部は物を置かないこと

8.図面上別途工事・客先手配工事は機械設備工事とする。

注記：客先手配は全て機械設備工事とする。

注記：客先手配は全て機械設備工事とする。 注記：客先手配は全て機械設備工事とする。

申請Ｍ-015

舗装 耐圧板砕石


	波崎 M 006 1階平面図（空調配管）
	波崎 M 007 1階平面図（換気）
	波崎 M 008 屋根伏図（換気）
	波崎 M 009 配置図（給排水）
	波崎 M 010 1階平面図（ 給排水）
	波崎 M 011 平面詳細図（給排水）
	波崎 M 012 1階平面図（電気温水器 配管・配線）
	波崎 M 013 合併処理浄化槽平断面図



